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人 に 寄 り 添 い こ こ ろ か ら 支 え る 医 療

肺がん手術が、変わる。

M e d i c a l  T o p i c s １

見えなかった病変が、見える。

M e d i c a l  T o p i c s ２

最新鋭 3 T - M R I装置 4月より本格稼働

より精密な操作

人の手の動きを拡張するロボットアーム

により、血管や神経を傷つけるリスクを

最小限に抑えた正確な手術が可能です。

体への負担が少ない

小さな穴で手術を行うため、術後の

痛みが少なく、回復も早くなります。

安定した手術環境

手ぶれのない安定した操作により、長時

間の手術でも高い精度を維持できます。

患者さまにとっての 3つのメリット
経験と最新技術の融合

一人ひとりに、最適な治療を

主な対象手術

✓ 肺がん手術

✓ 縦隔腫瘍手術

✓ 胸腺手術

手術支援ロボットhinotori T M  呼吸器外科でも始動

日本の技術が生んだ、新しい手術のかたち



3月10日・11日の2日間、院内献血会を開催いたしました。

2日間の結果：受付240名 / 献血218名

病院・企業として、地域医療に貢献

今回は、当院スタッフをはじめ、JR東日本グループの社員が

積極的に協力いたしました。

「血液を使う」医療機関、そして地域に根ざす企業として、

私たちも「支える側」に回ることの大切さを実感しています。

また、地域の皆さまからも温かいご協力をいただきました。

お忙しい中、本当にありがとうございます。この218名分の

血液は、手術を控えた方、事故に遭われた方、血液の病気と

闘う子どもたちなど、今この瞬間にも、誰かの命を支えてい

ます。

これからも、続けていきます

今回で4回目を迎えたこの活動を、JR東京総合病院はこれから

も定期的に開催し、地域医療への貢献を続けてまいります。

次回の献血会も、皆さまのご協力をお待ちしております。

皆さまの温かいお心が、誰かの未来を照らしています。

©タリーズコーヒー

タリーズコーヒー J R東京総合病院店
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4月27日、B棟1階にタリーズコーヒーがオープンいたしました。
カフェ空間のコンセプトは、「街に開かれた、公園のようにや
さしいカフェ」。病院を訪れる方だけでなく、地域の皆さまに
も気軽に立ち寄っていただける温かな空間です。多摩産材を使
用した温かみのある造作家具に囲まれて、ゆったりとお過ごし
いただけます。診察の待ち時間に、お見舞いの前後に、または
お仕事の合間の気分転換に、あなたの「ほっとする時間」をお
手伝いいたします。

営業時間

平日： 8時～ 1 8時、第２土曜： 8時～ 1 6時

※予告な く変更とな る場合が ござい ま す。

飲食スペ ー ス の ご案内

4月27日より、院内に飲食スペースを2箇所ご用意しております。

・A棟1階 コンビニエンスストア横
・B棟1階 タリーズコーヒー前

ご購入いただいたお飲み物やお食事を、ゆっくりとご利用いただけます。
診察の待ち時間やお見舞いの際に、どうぞご利用ください。
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